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Ⅰ．短期海外留学プログラム 
 

 グローバル化が進む今の社会においては、多くの社会的ないし経済的課題は、従来のように国内から

の視点からでは解決できません。私たちは一つ一つの問題に対して、世界的な視野をもって対処してゆ

かねばなりません。その際にカギとなるのは、自らの国際的な経験です。 

 そうした経験の場として、まず総合科学部は、様々な短期海外留学プログラムを用意しています。こ

こで得た語学学習の成果や、さまざまな国際交流経験、世界の実情についての経験を、各自の専攻テー

マやゼミでの学びに生かしてください。更に、こうした体験をふまえて、2 年次後期以降、長期海外留

学にチャレンジしてください。 

 

1. 短期海外留学プログラムとは 

 海外留学・研修は目的によって、（1）語学研修、（2）文化交流・研修、（3）フィールドワーク、

（4）インターンシップ等に分けられます。自分の目的や関心に応じて、次の短期海外留学・海外研修

プログラムから参加を希望するものを選んでください。 

 

 2. 参加のための手続き 

 夏期に実施されるプログラムは 4 月に説明会を開催し、5 月に申込みを行います。春期に実施される

プログラムは 10 月に説明会があり、11 月に申込みが行われます。説明会の際に、留学願用紙や参加申

し込みのための書類を配布しますので、説明会の日時の案内に注意してください。国際プログラム関係

の案内は総合科学部 国際交流ページに掲載しますので、HP を日ごろから注意しておいてください。 

参加の申し込みは、国際課で受け付けるものと総合科学部学務係で受け付けるものとがあります。以

下の各プログラムの説明に記載された期日までに留学願、参加申込書を提出してください。海外プログ

ラムに参加するためにはパスポートが必要になります。持っていない人は早めに取得手続きを行ってお

いて下さい。 

 

3. 単位申請の手順 

 短期海外留学プログラムに参加することで、「総合科学実践プロジェクト J」の単位が認定されま

す。定められた研修前の事前説明会、事前学習、海外研修の全期間への参加、研修後の発表会、レポー

トを提出した場合、成績に「認定」と表記されます。認定される単位数はプログラムごとに定められて

います。また、「実践プロジェクト J」に指定された海外プログラムのうち、南イリノイ大学、モナシ

ュ大学、オークランド大学、復旦大学、開南大学の語学研修については、教養教育院の語学科目の単位

認定を受けることも可能です。教養教育院で単位認定の申請を行ってください。（ただし、開南大学の

語学研修で教養教育院の語学科目の単位に認定されるのは中国語のみです。）同一のプログラムについ

ては、「総合科学実践プロジェクト J」、教養教育院科目いずれかでしか単位認定を申請できません。 

 

4. プログラムの参加費用について 

 短期留学プログラムによっては、現地で通訳等のガイドや施設利用費などが必要になる場合がありま

す。その際、参加学生にその費用を負担していただくため、予定された参加費用（往復航空券、滞在

費、研修費、渡航手続き費用、保険料等）を上回ることがあります。 
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5．JASSO（日本学生支援機構）奨学金 / アスパイア奨学金 

 総合科学部の短期海外留学プログラムは、JASSO（日本学生支援機構）あるいは徳島大学アスパイア

奨学金の対象となります。支給額は訪問する国や地域によって毎年異なります。地域によって 4 万円～

8 万円が支給されます。 

 アスパイア奨学金を受給するには TOEIC 400 点以上の得点を取得または英検準 2 級以上に合格して

いることが条件となります。アスパイア奨学金の申請用紙は説明会で配布すると同時に総合科学部の国

際交流ホームページからのリンクでダウンロードできます。申請書は国際課で受け付けています。 

 ＜2018 年～2022 年度支給実績＞  

 新型コロナ感染症による海外渡航自粛のため、2020 年度は実績なし 

JASSO 49 名  

※ 短期プログラム（8 日以上 30 日以内）支援は 2020 年度で終了となりました。 

※ 2023 年度は 35 日以上 60 日未満のプログラムに最大 5 名まで支援可能です。 

アスパイア 60 名 

※2020 年度～2022 年度はオンライン研修支援奨学金の支援がありました。 

オンライン研修支援奨学金 75 名 
 

6. 短期海外留学プログラムの種類  

（事情によりこれらのプログラムが実施できない場合があります。また実施時期等の変更の場合があります。） 

 

夏 期（７月～９月） 

１．南イリノイ大学 CESL 英語研修－アメリカ、イリノイ州 

２．南イリノイ大学オンライン留学－アメリカ、イリノイ州 

３．クイーンズ大学英語研修 －カナダ、オンタリオ州 

４．トリニティウエスタン大学 英語研修－カナダ、ブリティッシュコロンビア州 

５．慶北大学校韓国文化体験研修－韓国、大邱広域市 

６．淡江大学中国語研修－台湾、台北市 

７．US-JAPAN FORUM カリフォルニア・イノベーション研修－アメリカ、カリフォルニア州 

８．世界の日本語教育インターンシップ－オーストラリア、南オーストラリア州 / インドネシア、 

ジョグジャカルタ市 / クロアチア、ザグレブ市 / ブルガリア、ヴェリコ・タルノヴォ州 

９．スペイン 地域創生文化研修－スペイン、クエンカ県 

10．ディズニー・ユースカレッジ・プログラム－アメリカ、フロリダ州 

11．開南大学での中国語 / 英語研修－台湾、桃園市 

12．寧波大学 日中文化交流プログラム－中国、寧波市 

13．台湾育達科技大学文化交流研修－台湾、苗栗県 

 

春 期（2 月～3 月） 

14. オークランド大学 ELA 英語研修－ニュージーランド、オークランド市 

15. クイーンズ大学 英語研修－カナダ、オンタリオ州 

16. 南イリノイ大学 英語研修－アメリカ、イリノイ州 

17．南イリノイ大学オンライン留学－アメリカ、イリノイ州 

18．トリニティウエスタン大学 英語研修－カナダ、ブリティッシュコロンビア州 

19. ベトナム文化体験研修－ベトナム、ハノイ市 

20. 淡江大学中国語研修－台湾、台北市 

21. US-JAPAN FORUM グローバルプロ基礎コース－アメリカ、カリフォルニア州 

22. 台湾育達科技大学文化交流研修－台湾、苗栗県 

23. ポルトガル文化交流研修－ポルトガル、レイリア市 
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《夏期プログラム (2023 年 7 月～9 月)》  
  

各プログラムの参加費用は情勢により変動する可能性があります。 

 

1．南イリノイ大学 CESL 英語研修  (4 単位) 

研修地   アメリカ・イリノイ州 

研修期間  8 月中旬～9 月中旬（4 週間） 

研修目的  英語研修 

研修プログラムの特色  レベル別に少人数で、文法、発音、会話、リスニング、リーディング、ライ

ティングについて、集中したトレーニングを行い、総合的な英語力アップを目指す。 

研修プログラム内容  宿泊は大学寮。週ごとに 20 時間以上の授業時間に加えて 15 時間以上の自習時

間が設定されています。週末には小ツアーも用意されている。 

事前指導、事後指導  事前指導、事後指導あり 

参加費用  約 40 万円（研修費、滞在費、渡航手続き費用、保険料込）別途、往復航空券代が必要 

 

応募締切、申し込み先等  5 月上旬～下旬、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 

 
 

2．南イリノイ大学 オンライン留学  (２単位) 

研修地   アメリカ・イリノイ州 

研修期間  8 月中旬～9 月中旬（4 週間） 

研修目的  英語研修 

研修プログラムの特色  1 日 2 時間程度（週 5 日間×4 週間）の英語授業と現地学生とのオンライン

交流で、集中したトレーニングを行い、総合的な英語力アップを目指す。 

研修プログラム内容  英語授業および現地学生とのオンライン交流。プログラム修了後は受講記録レ

ポート（A4 サイズ 1 枚以上）の提出が必要。 

事前指導、事後指導  事前、事後指導あり 

参加費用  約 7～8 万円（研修費） 

応募締切、申し込み先等  5 月上旬～下旬、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 

 
 

３．クイーンズ大学 英語研修 （4 単位） 

研修地    カナダ・オンタリオ州 

研修期間   8 月上旬～9 月上旬（4 週間） 

研修目的   英語研修、カナダ文化理解 

研修プログラムの特色  レベル別に、他国の学生と共に学ぶ 4 スキル英語運用を学ぶ集中トレーニン

グに加えて、放課後、週末は現地在学生と授業テーマを併せた課外活動、週末のフィールドトリップが用

意されている。 

研修プログラム内容  宿泊はホームステイ。3 週間の英語研修。英語運用力、聴解、読解、スピーキン

グ、ライティング等の授業が行われる。 

事前指導、事後指導  事前指導 3 回程度、事後指導 1 回 

参加費用  約 40 万円（研修費、ホームステイ費用、空港間送迎込）別途、往復航空券代が必要 

参加条件  TOEIC 得点 400 点以上を取得していること。 

応募締切、申し込み先等  5 月中、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 
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４．トリニティウエスタン大学 英語研修 （４単位） 

研修地   カナダ・ブリティッシュ コロンビア州 

研修期間  8 月上旬～9 月上旬（4 週間） 

研修目的  英語研修、カナダ文化理解 

研修プログラムの特色  全 50 時間の英語研修に加え、現地の方と共にアウトドアチーム研修を行う。

また、プレゼンテーションスキルアップやバンクーバートリップ等の内容も含まれている。座学とフィー

ルドワークが組み込まれたプログラム。 

研修プログラム内容  宿泊はホームステイ。4 週間の英語研修とフィールドワークでの文化研修。 

4 週間の内容には、「Language Course」「Outdoor Team Building」「Presentation Skill」「Observation」

「Vancouver Trip」「Volunteer」が含まれている。 

事前指導、事後指導  事前指導、事後指導あり 

参加費用  約 40～50 万円（研修費、ホームステイ費用、保険料込）別途、往復航空券代が必要 

応募締切、申し込み先等  5 月中、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 
 
 

５．慶北大学 韓国文化体験研修 （2 単位） 

研修地   韓国・大邱広域市 

研修期間  8 月上旬～8 月中旬（2 週間） 

研修目的  韓国語、韓国文化研修 

研修プログラムの特色  韓国語のレッスンに加えて、文化研修、テグ周辺ツアー、ソウルツアーが含

まれる。参加者 3 名に慶北大学生 1 人のバディーがついて交友が深められる。 

研修プログラム内容  宿泊は大学寮。韓国語レッスン、韓国歴史文化授業、陶芸体験、テコンドーな

どの体験授業、市内ツアー、ソウルツアーを含む。 

事前指導、事後指導  事前指導 2 回程度、事後指導 1 回 

参加費用  未定（往復航空券、研修費、滞在費、保険料込） 

応募締切、申し込み先等  5 月中旬、国際課（オンライン申請） 

前日までに各自の PC メールアドレスを国際課に連絡すること。 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 

 
 

６．淡江大学 中国語・台湾文化研修  (2 単位)  

研修地   台湾・台北市（中国語センター所在地） 

研修期間   9 月中（2 週間もしくは３週間） 

研修目的  中国語・文化研修 

研修プログラムの特色  中国語を読む・書く・聞く・話す力を総合的に高め、また現地台湾の学生との

交流体験などを通じて台湾文化・社会・風俗習慣に触れる。 

研修プログラム内容  週 5 日の研修を 2 週間受講する。中国語レッスン（単語、文法、リスニング等）、

文化研修、現地学生との交流活動などを含む。 

事前指導、事後指導 事前事後指導あり 

参加費用  未定（往復航空券、研修費、滞在費、渡航手続き費用、保険料等など） 

応募締切、申し込み先等 5 月中、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 
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７. US-JAPAN FORUM カリフォルニア・イノベーション研修 (２単位) 

研修地    アメリカ・カリフォルニア州 

研修期間   9 月中旬 

研修目的   語学研修、イノベーション研修、シリコンバレー施設見学 

研修プログラムの特色  語学研修、講演、大学やシリコンバレーの最先端企業を見学することでイノ

ベーションを学ぶ。 

研修プログラム内容  宿泊はホテル。英語レッスン、サンノゼ州立大学訪問、イノベーション専門家

による講演やディスカッション。Google, Canon USA, Apple, Intel 等のビジターセンター見学。 

事前指導、事後指導  事前指導あり。書類選考あり。 

参加費用  未定（往復航空券、研修費、滞在費、渡航手続き費用、保険料など） 

応募締切、申し込み先等 5 月、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 
 
 

８. 世界の日本語教育インターンシップ  (4 単位) 

研修地   オーストラリア・南オーストラリア州 / インドネシア、ジョグジャカルタ市 

クロアチア、ザグレブ市 / ブルガリア、ヴェリコ・タルノヴォ州 

（4 か国のいずれかで実施） 

研修期間  未定（35 日以上 60 日以内） 

研修目的  日本語教育と異文化間理解について学ぶ。 

研修プログラムの特色  海外の日本語教育の現場を経験し、指導教員と連携をとりながら教育者とし

ての責任や生徒との接し方について学ぶ。また教育における日本との文化的な差異について学ぶ。 

研修プログラム内容  宿泊はホームステイ、寮又はホテル等。現地の学生との交流を通じて、互いの

文化理解を図る。さらに日本語の教育法についての経験を積むと同時に、現地生活を経験し、学校のス

タッフや現地の市民と英語による異文化コミュニケーションの向上を目指す。 

参加資格、事前指導、事後指導  現地での日常生活および現地の教員との意思疎通のため、TOEIC 

500 点以上の英語力を必要とします。また日本語教法関連の授業を受講していること、および担当教員

の準備指導を受けることが必要。プログラム修了後、授業実践レポートを提出する。 

参加費用  未定（開催の説明会時に案内予定） 

応募締切、申し込み先等 未定、総合科学部学務係 

問い合わせ先  総合科学部 田久保浩先生 h.takubo@tokushima-u.ac.jp 

        総合科学部 村上敬一先生 murakami.kei@tokushima-u.ac.jp 
 
 

９．スペイン 地域創生文化研修 （2 単位） 

研修地   スペイン・クエンカ県 

研修期間  8 月中旬～9 月中旬（約 2 週間 / 約 1 ヶ月間） 

研修目的  スペインの人々との交流を通じて異文化理解を深める。 

研修プログラムの特色  スペインの伝統的農村で現地の人々と交流し、村のお祭りの実施にボランテ

ィアとして参加する。地域創生の活動について日本との比較を行い、地域振興についての課題や対策に

ついて考える。またスペインの伝統文化社会暮らしについて理解を深める。 

研修プログラムの内容  スペイン、クエンカ州、カンピージョ・デ・アルトブエイを拠点として、地

域住民と交流し村祭りの実施ボランティアを経験することで国際交流を行う。また同時に、本学部の教

育テーマの一つの地域創生について、国際的な視点から考える為の研修の場とする。研修中は非常勤講

師のマシュー・マドックス先生がガイド及び講師として参加学生を引率する。 

事前指導、事後指導  事前事後指導あり。帰国後レポートを提出する。 

参加費用  約 17 万円（滞在費、保険料込）別途、往復航空券代が必要 

応募締切、申し込み先等  総合科学部学務係 

問い合わせ先  総合科学部 田久保浩先生 h.takubo@tokushima-u.ac.jp 
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10. ディズニー・ユースカレッジ・プログラム （2 単位） 

研修地   アメリカ・フロリダ州 

研修期間  8 月下旬～9 月中旬の 8 日間 

研修目的  ディズニーがゲストに対してどのようなホスピタリティを提供し、スタッフはどのように

リーダーシップを培っているかを学ぶことを目的とする。 

研修プログラムの特色  映像技術、ショービジネスの裏側などのリベラルアーツの授業や、リーダー

シップ、チームワークなど、様々なアクティビティーを通して Walt Disney Company によるトレーニ

ングを受ける。 

研修プログラムの内容  宿泊はディズニーオフィシャルホテル。「Fundamentals of Photo 

Storytelling」「Disney Leadership Strategies」「Techniques of Teamwork」「Disney’s Culture of 

Excellence」「Introduction of Global Citizenship」の 5 種類の体験学習とプログラムの学習の振り返

りを行う。日程は下記を予定している。 

1 日目－オリエンテーション、到着後ホテルへ 2 日目－プログラム事前オリエンテーション  

3 日目～6 日目－ユースカレッジプログラムに参加、テーマパーク内でフィールドワーク  

7 日目－プログラムに参加及びまとめ、ディスカッション、修了式 8 日目－アメリカ出発  

9 日目－日本到着 

参加資格、事前指導、事後指導  事前事後指導あり。帰国後はレポートの提出及び報告会での発表。

TOEIC550 点以上の英語レベルが望ましい。 

参加費用  未定（往復航空券、研修費、滞在費、渡航手続き費用、保険料など） 

注意事項  教員は引率しない。現地での一部授業には通訳がいます。 

応募締切、申し込み先等  5 月中、総合科学部学務係 

問い合わせ先 総合科学部 服部恒太先生 kota@tokushima-u.ac.jp 
 
 

11．開南大学での中国語/英語研修と台湾文化体験 （2 単位） 

研修地   台湾・桃園市 

研修期間  8 月中旬～下旬（2 週間） 

研修目的  語学能力（英語もしくは中国語）、文化体験、台湾人学生との交流 

研修プログラムの特色  開南大学が夏季に実施するサマープログラムに参加し、語学力（中国語もし

くは英語）の向上と台湾の社会、文化、歴史を学ぶ。またチューターの台湾人学生や日本各地から集ま

る学生たちと交流を深める。 

研修プログラムの内容  研修期間中は開南大学の学生寮に宿泊する。開南大学のサマープログラムに

沿って語学研修、文化体験、台湾人学生との交流を行う。 

事前指導、事後指導  事前指導あり。 

参加費用   約未定（往復航空券、研修費、滞在費、渡航手続き費用、保険料込） 

応募締切、申し込み先等  5 月中、総合科学部学務係 

問い合わせ先  総合科学部 荒武達朗先生 aratake@tokushima-u.ac.jp 
 

 

12．寧波大学 日中文化交流プログラム （2 単位）  

研修地   中国・寧波市 

研修期間  9 月中 

研修目的  寧波大学の学生との文化交流 

研修プログラムの特色 

学生同士の日中相互の文化理解のためのプログラム。学生同士の日中相互の文化理解のためのプログ

ラム。お互いの国の社会、文化、歴史を紹介し学生相互の交流を深める。中国語未履修者も参加可能。 

研修プログラムの内容 宿泊は大学ゲストハウス。現地大学の学生たちとの交流会懇談会市内ツアー。 

事前指導、事後指導  前指導でプレゼンテーション準備をおこなう。帰国後報告書をまとめる。 

参加費用  未定（往復航空券、研修費、滞在費、渡航手続き費用、保険料など） 

応募締切、申し込み先等  5 月中、総合科学部学務係 

問い合わせ先  総合科学部 荒武達朗先生 aratake@tokushima-u.ac.jp 

mailto:aratake@tokushima-u.ac.jp
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13．台湾育達科技大学 文化交流研修 （2 単位） 

研修地   台湾、苗栗県 他 

研修期間  9 月中旬～下旬（2 週間） 

研修目的  台湾における日本語学習者の現状を知り、そこに可能な日本語による支援を実践する。 

具体的には台湾の若い日本語学習者との交流によって、近隣アジア地域における多文化共生、異文化に 

対する理解を深める。 

研修プログラムの特色  育達科技大学の応用日本語学科は、台湾における日本語教育が盛んな大学の

ひとつである。この研修では、台湾の日本語教育を通じてその現状を知り、そこにどのような支援がで

きるか考え実践する。日本語に軸足を置いた国際交流の一環である。「すぐ近くの海外」について見聞

を広めたい人、日本語教育に興味のある人の参加を特に奨励する。 

研修プログラムの内容  研修期間の前半は、育達科技大学にて、応用日本語学科学生との交流授業、

中国語会話、書道、中華料理実習などを行なうほか、近隣高校日本語学科生徒との交流を行なう。休日

には、文化施設見学を実施する。後半は台北市内に滞在し、故宮博物院、九份などを巡る。 

事前指導、事後指導  2 回ほどの事前準備研修を実施する。帰国後、学内にて報告会を実施する。 

参加費用   約 15 万円（往復航空券、現地宿泊費、現地での交通費、保険料等込） 

応募締切、申し込み先等  説明会を 4 月中に実施後、5 月初旬に申し込みを開始し、半ば締切予定。 

応募受付、申し込み締め切り等  5 月中旬、総合科学部学務係 

問い合わせ先  総合科学部 村上敬一先生 murakami.kei@tokushima-u.ac.jp 
 
 
 

《春期プログラム (2024 年 2 月～３月)》 
 
各プログラムの参加費用は情勢により変動する可能性があります。 
 

14．オークランド大学 ELA 英語研修 （4 単位） 

研修地   ニュージーランド・オークランド市 

研修期間  2 月下旬～3 月下旬（４週間） 

研修目的  英語研修 

研修プログラムの特色  レベル別に少人数で、集中したトレーニングを行い、総合的な英語力アップ

を目指す。週末にはデイツアー、小ツアー、その他のアクティビティーがある。 

研修プログラム内容  宿泊はホームステイ。週ごとに 20 時間以上の授業時間と 15 時間以上の自習時

間が設定されている。 

事前指導、事後指導  事前指導 4 回程度、事後指導 1 回 

参加費用  約 40 万円（研修費、滞在費、渡航手続き費用、保険料込）別途、往復航空券代が必要 

参加条件  TOEIC 得点 400 点以上を取得していること。 

応募締切、申し込み先等 10 月下旬、 国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 
 
 

15．クイーンズ大学 英語研修 （4 単位） 

研修地   カナダ・オンタリオ州 

研修期間  2 月中旬～3 月中旬（4 週間） 

以下研修内容については夏季３に同じ。 

応募締切、申し込み先等 11 月上旬、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 
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16．南イリノイ大学 英語研修  (4 単位) 

研修地   アメリカ・イリノイ州 

研修期間   2 月中旬～3 月中旬（4 週間） 

研修目的  英語研修 

研修プログラムの特色  他国からの留学生と共に、レベル別のクラスで英語を学ぶ。授業のほかに、社

会貢献活動について学ぶほか、実際に地域のボランティア団体の活動に参加する。 

研修プログラム内容  宿泊は大学寮。3 週間の英語研修及び地域での社会貢献活動。 

事前指導、事後指導  事前指導 3 回程度、事後指導 1 回 

参加費用  約 40 万円（研修費、滞在費、渡航手続き費用、保険料等込）別途、往復航空券代が必要 

参加条件  TOEIC 得点 400 点以上を取得していること。 

応募締切、申し込み先等 11 月上旬、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 
 
 

17．南イリノイ大学 オンライン留学  (２単位) 

研修地   アメリカ・イリノイ州 

研修期間  2 月中旬～3 月中旬（4 週間） 

以下研修内容については夏季２に同じ。 

応募締切、申し込み先等  11 月上旬～下旬、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 
 
 

18．トリニティウエスタン大学 英語研修 （４単位） 

研修地   カナダ・ブリティッシュ コロンビア州 

研修期間  2 月上旬～3 月上旬（4 週間） 

以下研修内容については夏季４に同じ。 

応募締切、申し込み先等  11 月中、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 

 
 

19．ベトナム文化体験研修 （2 単位） 

研修地   ベトナム・ハノイ市 

研修期間   2 月中旬～下旬（9 日間） 

研修目的  文化交流体験、ベトナムの社会や文化への理解を深める 

研修プログラムの特色  参加学生はベトナム、ハノイ土木大学内外の人々と交流を持ち、現地の観光ス

ポットなどにも訪れる。英語が異文化コミュニケーションのための主な言語になる。 

研修プログラム内容  宿泊はホテル。ハノイ土木大学を拠点として現地の学生と交流を持ち、異文化理

解、ベトナム語研修等を行う。 

事前指導、事後指導 事前事後指導あり 

参加費用  未定（往復航空券、研修費、滞在費、渡航手続き費用、保険料等込） 

応募締切、申し込み先等 11 月上旬、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 
 
 

20．淡江大学 中国語・台湾文化研修  (2 単位)  

研修地   台湾・台北市（中国語センター所在地） 

研修期間   3 月中（2 週間もしくは３週間） 

以下研修内容については夏季６に同じ。 

応募締切、申し込み先等 11 月中、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 
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21．US-JAPAN FORUM グローバルプロ基礎コース （2 単位） 

研修地    アメリカ・カリフォルニア州 

研修期間   2 月下旬～3 月上旬 

研修目的   国際社会で活躍するためのスキル、自己実現の基礎を身につける、異文化理解 

研修プログラムの特色  海外で活躍できるプロフェッショナルになるための基礎スキルや習得方法

を、米国シリコンバレーで活躍する日本人プロフェッショナルの講師から直接学ぶ。 

また、現地の大学やベンチャー企業などを訪問し、異なる文化や価値観等を学ぶ。 

研修プログラム内容  宿泊はホテル。プロフェッショナル講演会およびディスカッション。カリフォ

ルニア大学バークレー校やスタンフォード大学、ベンチャー企業などを訪問。 

事前指導、事後指導  事前指導あり。書類選考あり。 

参加費用  未定（往復航空券、研修費、滞在費、渡航手続き費用、保険料など） 

応募締切、申し込み先等 1 月中、国際課 

問い合わせ先  国際課 ryugakuk@tokushima-u.ac.jp 
 
 

22．台湾育達科技大学 文化交流研修 （2 単位） 

研修地   台湾、苗栗県 他 

研修期間  3 月中旬～3 月下旬（2 週間） 

以下研修内容については夏季１３に同じ。 

応募締切、申し込み先等  説明会を 11 月中に実施後、12 月初旬に申し込みを開始し半ば締切予定。 

応募受付、申し込み締め切り等  11 月中、総合科学部学務係 

問い合わせ先  総合科学部 村上敬一先生 murakami.kei@tokushima-u.ac.jp 

 
 

23. ポルトガル文化交流研修  (2 単位) 

研修地   ポルトガル、レイリア市 

研修期間  3 月上旬～3 月中旬（9 日間） 

研修目的  徳島市と姉妹協定を結ぶポルトガル、レイリア市を訪問して、日本文化を紹介すると同時 

に異なったヨーロッパ文化に触れ、市民や学生と異文化理解のための交流を行う。 

研修プログラムの特色  参加学生はポルトガルで大学内外の人々と交流を持ち、現地の学生や市民た

ちと日本文化紹介と交流の催しを企画実施する。地元の観光スポットなどにも訪れ、英語が異文化コミ

ュニケーションのための主な言語になる。 

研修プログラムの内容  レイリア工科大学を拠点として、現地の学生や市民たちと日本文化紹介のプ

レゼンテーション、および映像や展示、料理などの実演と交流の催しを企画実施する。 

事前指導、事後指導  後期を通じて日本および四国、徳島を紹介するプレゼンテーションを準備す

る。帰国後、結果を報告書としてまとめる。 

参加費用  未定（往復航空券、研修費、滞在費、渡航手続き費用、保険料など） 

応募締切、申し込み先等 11 月末、総合科学部学務係 

問い合わせ先  総合科学部 田久保浩先生 h.takubo@tokushima-u.ac.jp 

        総合科学部 山口博史先生 hiroshiigrec@tokushima-u.ac.jp 
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Ⅱ．長期海外留学 
 

 総合科学部は長期留学についても多様な派遣先を用意しています。長期留学とは、海外の大学で一学期

間あるいは二学期間履修し、単位を取得することを目的とした留学です。短期留学が海外デビューであっ

たとすれば、こちらは自分の専門、関心にしたがって、現地大学・社会で本格的な異文化交流、留学をす

る機会です。そのため、入念な準備をしてから留学する必要があり、また、交換留学生として本学部を代

表して派遣されるため、成績・語学審査基準が短期留学よりも厳しく設定されています。 

 英語で講義を受けて単位を取得するケースと、中国語によるものとの二種類を用意しています。英語あ

るいは中国語の語学力の水準が現地での講義についていけるようになったと判断される時点で派遣をしま

すので早い人で二年生後期から、多くの場合は三年生後期から留学が開始されます。 

 留学期間中は、徳島大学に授業料を払い（現地での授業料は不要）、その期間は徳島大学在学期間に通算

されます（一部例外あり）。取得した単位は、その時間数に応じた単位数、相応するカテゴリー（例えば「コ

ース応用科目」や「コース自由選択科目」など）で、４０単位まで認定されます。 

 自文化とは異なる社会で長期間生活をすることは、なかなか大変で、楽しいことばかりではありません。

しかし、過去に長期留学を経験した先輩たちは、語学力の飛躍的な向上はもちろんのこと、さまざまな価

値観への柔軟性、豊かなコミュニケーション能力など、これからのグローバル社会を生きていく上で必要

な能力、たくましさを培って帰ってきています。 

 

 

1. 協定校（交換留学）とスケジュール 
 

派遣先  派遣人数 学内締切 派遣先締切 派遣期間 

ルンド大学 人文神学部 

（スウェーデン） 
英語 4 名 2月15日 

4 月 25 日 

10 月 25 日 

秋学期：8 月～1 月 

春学期：1 月～6 月 

ビショップス大学 

（カナダ） 
英語 2～3 名 2月15日 4 月 1 日 

秋学期：9 月～12 月 

冬学期：1 月～4 月 

マラヤ大学 

(マレーシア) 
英語 2 名 2月15日 

4 月 30 日 

10 月 31 日 

秋学期：9 月～2 月 

春学期：2 月～7 月 

ヴァレンシアカレッジ・ 

ディズニーワールドインター

ンシップ（アメリカ） 

英語 
5 名（秋期） 

5 名（春期） 

11 月中 

6 月中 

1 月末 

7 月末 

秋学期：8 月～1 月 

春学期：2 月～8 月 

フロリダアトランティック 

大学（アメリカ） 
英語 若干名 2月15日 

4 月 1 日 

10 月 1 日 

秋学期：8 月～12 月 

春学期：1 月～5 月 

ラトヴィア大学 人文科学部 

（ラトヴィア） 
英語 3 名 2月15日 

5 月 15 日 

11 月 15 日 

秋学期：9 月～1 月 

春学期：2 月～7 月 

ザグレブ大学  

人文社会科学部 / クロアチア

研究学部（クロアチア） 

英語 3 名 2月15日 
5 月 15 日 

11 月 15 日 

秋学期：10 月～2 月 

春学期：2 月～7 月 

ゲント大学 人文・哲学部 

（ベルギー） 
英語 2 名 2月15日 

5 月 15 日 

11 月 15 日 

秋学期：9 月～2 月 

春学期：2 月～7 月 

リュブリャナ大学 文学部 

（スロベニア） 
英語 2 名 2月15日 

5 月 15 日 

11 月 15 日 

秋学期：10 月～2 月 

春学期：2 月～7 月 

ベトナム国家大学ハノイ校 

外国語大学（ベトナム） 
英語 3 名 2月15日 

4～5 月 

(詳細未定) 

秋学期：9 月～1 月 

春学期：1 月～5 月 
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●ヴァレンシア・カレッジはディズニーによるジョブ・インタビュー後が派遣先締切りです。 

●フロリダアトランティック大学及び、ヴァレンシアカレッジは派遣先への授業料支払いが必要です。 

●各大学の締切り時期は変更する場合がありますので予めご了承ください。 

●上記以外の大学へ留学希望の場合は、お問合せください。 

 

 

2. 出願書類 

(a) 語学スコア TOEIC、TOEFL、HSK、TEC、中国語検定 等 

(b) エントリーシート 

(c) 志望動機書 

＊提出書類は学務係へ提出してください。 

詳細は総合科学部国際交流 HP をご覧ください。 

 

3. 応募条件 

(a) 語学力 英語：TOEIC 500 点以上 TOEFL 470 点以上 

        中国語：HSK 中国語検定試験 TECC による資格に基づいて審査をします。 

            未取得でも応募できますが上級高スコアを持っている方が有利になります。 

(b) GPA（総合科学部 GPA）2.6 以上 

(c) グローバル人材育成学習プログラム（Ｐ19）への登録 （学務係） 

    ＊英語を軸とするプログラムに参加の場合は 1 年次終了時まで 

    ＊中国語を軸とするプログラムに参加の場合は 2 年次終了時まで 

 

 

 

ヴェリコ・タルノヴォ大学 

ブルガリア 
英語 ３名 2月15日 

6 月 

11 月 

秋学期：10 月～2 月 

春学期：2 月～6 月 

レイリア工科大学 

（ポルトガル） 
英語 2 名 

5 月中 

10 月中 

5 月 31 日 

11 月 30 日 

秋学期：9 月～2 月 

春学期：2 月～7 月 

慶北大学 

（韓国） 
英語 3 名 

12 月末 

8 月末 

5 月 15 日 

11 月 15 日 

秋学期：9 月～12 月 

春学期：3 月～6 月 

開南大学 人文社会科学部 

（台湾） 

英語 

中国語 
3 名 4 月中 

５月末 

11 月末 

秋学期：9 月～1 月 

春学期：2 月～6 月 

嘉義大学 人文芸術学院 

（台湾） 
中国語 3 名 4 月中 5 月末 

秋学期：9 月～1 月 

春学期：2 月～7 月 

育達科技大学 人文社會學院 

（台湾） 
中国語 若干名 4 月中 5 月末 

秋学期：9 月～1 月 

春学期：2 月～7 月 

寧波大学 外国語学院 

（中国） 
中国語 3 名 4 月中 

5 月末 

11 月末 

秋学期：9 月～1 月 

春学期：2 月～7 月 

武漢大学 

（中国） 
中国語 3 名 4 月中 5 月末 

秋学期：9 月～1 月 

春学期：2 月～7 月 

南京大学 

（中国） 
中国語 3 名 4 月中 5 月末 

秋学期：9 月～1 月 

春学期：2 月～7 月 

吉林大学 

（中国） 
中国語 3 名 4 月中 

5 月末 

11 月末 

秋学期：9 月～1 月 

春学期：3 月～7 月 
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4. 奨学金 

※新型コロナ感染症による海外渡航自粛のため、2020 年度は実績なし 

 

(a) JASSO 奨学金（日本学生支援機構） 

【１ヶ月以上 12 ヶ月以内】１回あたり 

 指定都市：月額 10 万円 甲地区：月額 8 万円 乙地区：月額 7 万円 丙地区：月額 6 万円 

 2018 年度～2022 年度支給実績 35 名 

  2023 年度 最大 13 名 支給可能です。 

 

(b) アスパイア奨学金（徳島大学） 

【２ヶ月以上 1 年以内】1 ヶ月あたり 

 アジア地域 最高 4 万円、オセアニア地域 最高 5 万円 

 アジア・オセアニア地域以外 最高 6 万円 

2018 年度～2022 年度支給実績 6 名 

 

(c) 振興会海外留学支援制度（総合科学部） 

  【8 日以上２ヶ月未満】１回あたり 

 アジア地域 最高 10 万円、オセアニア地域 最高 15 万円 

 アジア・オセアニア地域以外 最高 20 万円 

  2017 年度～2019 年度実績 1 名（短期） 

 

 (d) トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム 

  アジア地域：月額 14 万円、欧州・北米地域：月額 16 万円 

  航空運賃 10 万円～20 万円授業料最大 30 万円 

  ※各自が計画申請した留学に対して付与されるものです。 

   2018～2019 年度支給実績  5 名（短期含む） 

  2023 年度から第 15 期～トビタテ！留学 JAPAN 新・日本代表プログラム～が開始されます。 

 

 

5. 準備 

 学部の代表者にふさわしい語学力、異文化間コミュニケーション能力、日本に関する知識（文化、 

歴史、言語、サブカルチャー等）、留学先の大学及び国に関しての知識等を身につけておくこと。 

カルチャー・ラウンジを活用して、情報を収集し異文化間コミュニケーションを経験すること。 

★留学までの流れ、提出資料等は、総合科学部国際交流 URL を参照してください。 

  

 

6. 単位認定手続きについて 

 留学中に取得した単位は、本学部の専門教育科目の単位として認められます。留学中に取得した成績

を、本学部の専門教育科目の単位として認定する申請手順は、出発前、留学中また帰国後に派遣先での

履修予定及び確定科目を「留学に伴う履修計画書」に記入して提出しなければなりません。また申請手

続きは「外国留学における成績に基づく単位認定申請書」等を学務係に提出することにより行われ、そ

の後、審査により本学部の専門教育科目として認められます。認定された単位は、４０単位まで卒業単

位として算定されます。 
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7. 受講科目例 

 

ルンド大学（スウェーデン） 提供科目（一部抜粋） 

●Special Area Study Couse 

Modern Design in Scandinavia Swedish Society and Everyday Life 

One World、 One Language Intercultural Communication 

●Swedish language courses for exchange students 

Introduction to the Swedish language Swedish for exchange students 

 

 

ゲント大学（ベルギー） 提供科目（一部抜粋） 

● Faculty of Arts and Philosophy 

Music Psychology Modern and Contemporary History 

● Faculty of Political and Social Science 

Media Psychology and Media Sociology Introduction to Global Economic History 

 

 

慶北大学（韓国） 提供科目（一部抜粋） 

●International Affairs 

Academic Writing & Study Skills Business Communication & Writing Skills 

Modern Korean Society Cultural Life in Korea 

●Social Sciences / Humanities 

Globalization and Asia Communication in English 

 

 

ビショップス大学（カナダ）提供科目（一部抜粋） 

●English 

Media and Society I Introduction to English Studies 

History of the English Language Approaches to Media Studies 

 

 

マラヤ大学（マレーシア） 提供科目（一部抜粋） 

●Faculty of Education / Languages and Linguistics 

Introduction to Psychology Mastering English 

●Faculty of Arts and Social Sciences 

Introduction to International Relations Introduction to Gender Studies 

 

 

ラトヴィア大学（ラトヴィア）人文学部 提供科目（一部抜粋） 

●English Philology 

English Spoken and Written Communication I History of the English Language 

●Modern Language and Business Studies 

Business English English Communicative Grammar 
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ザグレブ大学（クロアチア） 提供科目（一部抜粋） 

●Department of Croatian Studies / CROATICUM 

Croatian everyday culture and language The history of Croatian art 

Language exercises in Croatan as a second and foreign language 

 

 

武漢大学（中国） 提供科目（一部抜粋） 

初級漢語（総合） 初級口語 

初級聴力 漢語写作基礎 

 

 

8. 留学資金概要（１学期間または 2 学期間留学する場合） 

 
Valencia 

（６ヶ月間） 

Lund 

（10 ヶ月間） 

Bishop’s 

（８ヶ月間） 

慶北 

（10 ヶ月間） 

Malaya 

（10 ヶ月間） 

授業料（留学先） 約 30 万円 0 円 0 円 0 円 0 円 

生活費 
インターンでの

給料でカバー 
約 126 万円 約 96 万円 約 70 万円 約 55 万円 

航空運賃 約 20 万円 約 17 万円 約 24 万円 約 10 万円 約 8 万円 

海外保険 

（徳島大学申込） 

約 11 万円 

(現地加入含) 
約 9 万円 

約 13 万円 

(現地加入含) 
約 9 万円 

約 9 万円 

(別途現地加入費) 

雑費 約 20 万円 約 20 万円 約 20 万円 約 20 万円 約 20 万円 

計 約 81 万円 約 172 万円 約 153 万円 約 109 万円 約 92 万円 

JASSO 奨学金  

又は 

アスパイア 

約 36 万円 約 80 万円 約 64 万円 約 70 万円 約 70 万円 

出費概算 
81-36＝ 

約 45 万円 

172-80＝ 

約 92 万円 

153-64＝ 

約 89 万円 

109-70＝ 

約 39 万円 

92-70＝ 

約 22 万円 

＊費用等は変更される場合があります。 

＊ヴァレンシアカレッジの場合は 1 学期間の費用です。その他は留学先での授業料は無料ですが 

徳島大学に授業料を納付する必要があります。また、プログラム申請料金やガイダンス実施費用等が 

別途必要になります。 

＊上記は為替レート＄1＝110 円で概算されています。 

為替レートの変動により金額は上下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 15 - 

 

Ⅲ．長期留学プログラムＦＡＱ 
 

このＱ＆Ａは海外提携校に一学期以上留学し、単位取得を目指す場合です。短期海外留学プログラムに

ついては別途お問い合わせください。 

 

Ｑ．希望した留学先に留学できますか？留学候補者の選考はどのように行われるのですか？ 

Ａ．交換留学協定校ごとの募集人数がありますので、応募者の数によっては競争になることがありま

す。その場合は、語学力（英語 or 中国語）、ＧＰＡ（大学での成績）さらには英語あるいは中国語によ

る面接によって派遣候補者を決定します。語学力は、ＴＯＥＩＣやＴＯＥＦＬなどの語学検定試験の成

績から判断します。したがって希望する大学に留学するためには、語学力の向上を常に試み、必要に応

じて語学検定試験を受けておくこと、さらに、日々の大学での授業をおろそかにしないことが重要で

す。 

 

Ｑ．留学して得られるものは何ですか？  

Ａ．英語あるいは中国語による講義を履修することで、語学力が格段に向上することはもちろんです

が、現地社会や世界中からの留学生と交流することで外国の文化に触れ、他の文化のことを考えること

で逆に日本の文化を見直し、いろいろな見方をできるようになったという学生が多いです。また、かけ

がえのない友人を得る人もいます。日本語の通じない海外での留学生活は大変です。しかし、物の見方

や価値観が全く違う世界で学ぶことは想像以上に貴重な体験となります。 

 

Ｑ．留学の費用として、どのようなものがありますか？ 

Ａ．生活費に加えて、航空運賃、ビザ取得費用、健康診断・予防接種費用、海外留学保険加入費用など

があります。留学先によって異なりますが、この冊子（Ｐ14）の表にもあるように生活費を除くと４０

～５０万円程度必要です。またスウェーデンやカナダなどは日本よりも物価が高いので、生活費（食費

や宿舎費）を含めた総額で二学期間滞在の場合、１５０万から１７０万円くらいが必要になります。中

国は物価が高騰しつつあるとは言え、食費・公共料金は安価に設定されています。目安として一ヶ月３

～５万円程度の経費ですみます。台湾の場合も５、６万円程度です。また、両地域とも日本との距離が

近いので航空運賃は安価です。しかし、近年の為替の変動や物価高騰等により、経費に差額が生じます

ので、上記での出費額は目安とお考えください。 

 

Ｑ．留学先の大学の授業料は必要ですか？ 

Ａ．留学先の大学に授業料を納める代わりに、徳島大学に授業料を納付します（一部例外あり）。また

留学期間が修業年限に含まれますので、単位取得の状況や教員免許などの資格取得の希望にもよります

が、４年間での卒業は可能です。 

 

Ｑ．奨学金にはどのようなものがありますか？ 

Ａ．「日本学生支援機構（JASSO）奨学金」、徳島大学の「アスパイア奨学金」や本学部の「振興会奨学

金」が利用可能です。さらに「トビタテ！留学 JAPAN 新・日本代表プログラム」など手厚い奨学金制

度が用意されており、積極的に活用されています。 
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Ｑ．奨学金の金額はどの程度ですか？またどの程度利用されていますか？ 

Ａ．本年度の長期交換留学生には「ＪＡＳＳＯ奨学金」が（成績基準を満たしていれば）全員に支給さ

れる予定です。支給額は欧米が月８万円、その他の地域は月６万円～７万円です。 

 「アスパイア奨学金」は欧米が月６万円、アジアは月４万円です。こちらも希望者にはほぼ給付され

ます。「振興会奨学金」は欧米の場合、最高で２０万円、アジアは最高１０万円の一時支給で年間３名

を予定しています。この他に、文科省と民間企業協働の「トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラ

ム」という制度が２０１４年から始まり、２０１９年度は 3 名（内２名は地域人材コース）が採択され

ています。また、２０２３年度からは、第 15 期～トビタテ！留学 JAPAN 新・日本代表プログラム～

が開始されます。支給額は月額１２万円～１６万円です。なおこれらの奨学金を重複して受給すること

はできません。 

 

Ｑ．奨学金受給者の選考はどのようにおこなわれるのですか？ 

Ａ．選考は留学候補者の選考と同じく語学力ＧＰＡが基準になります。 

 

Ｑ．奨学金は返済する必要がありますか？ 

Ａ．ありません。 

 

Ｑ．長期留学のための準備として重要なことは何ですか？ 

Ａ．入学してからは ACE（Academic Communications in English）プログラムをはじめとして日々の

語学科目を積極的に履修してください。またそれに加えて総合科学部のカルチャー・ラウンジ（P22）

やアカデミック・イングリッシュなどで主に英語力向上に主眼をおいた課外プログラムなどが豊富に用

意されていますので、積極的に利用してください。また、カルチャー・ラウンジは語学力向上のための

サポートのみならず、海外からの留学生との交流の機会を提供していますので、積極的に利用してくだ

さい。また留学準備のサポートもラウンジを中心におこなわれます。長期留学から帰国した学生がこの

ラウンジの運営のリーダーになります。 

 また国際教養コースを中心に英語による講義も多数用意されています。例えば国際ジャーナリズム、

現代日本社会論、現代国際情勢概論などです。これらを積極的に受講して、英語で学ぶことに慣れてお

くことは留学前の準備としてきわめて重要です。 

 さらに語学力のみならず、総合科学部「グローバル人材育成学習プログラム」に指定されている科目

も積極的に履修してください。このプログラムは海外の文化や歴史・社会を理解するための科目群に加

えて、日本や地域の文化や歴史社会について学ぶ科目群から構成されています。 

 大学入学前は、まずは英語力の向上に励んでください。とりわけ読む力は英語力の土台ですから、た

くさんの英文に触れて、読解力の向上に主眼を置いて準備をしてください。 

 

Ｑ．留学に必要な語学能力はどの程度ですか？ 

A. 交換留学の候補者になるためにはＴＯＥＩＣで５００点、ＴＯＥＦＬは Paper-based で４７０点

（Internet-based で５２点）が最低ラインです。しかし留学先大学での英語による講義を理解するに

はＴＯＥＩＣで７００点、ＴＯＥＦＬでは Paper-based で５４０点（Internet-based で７６点）程度

の能力が必要になります。 
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 中国語については、候補者になるための最低ラインは設定していませんが、中国語の講義を受講する

にはＨＳＫ（漢語水平考試）３級程度の語学力が必要です。ただ中国の大学の場合、語学能力の足りな

い学生に対して半年間の中国語専門教育を無料で提供しますので、上記水準に満たない学生でも充実し

た留学生活を送ることが出来ます。 

 

Ｑ．留学はどのようなタイミングでするのがいいですか？ 

Ａ．交換留学は２年次以降から可能です。２年生の後期から、または、語学力の向上を待って３年生の

後期から留学します。本学部の提携校の多くは、秋学期－春学期制をとっており、おおよそ８月末から

１月までが秋学期、１月末から５月中・下旬までが春学期です。そして春学期から秋学期の間に長い夏

休みがあります。そこで二学期間留学をする場合、長期の夏休みに渡航期間がかからないよう、秋学期

（本学部の後期）からの渡航を薦めています。また、一学期間のみの留学を考える場合も、秋学期での

留学を薦めています。春学期は徳島大学の二学期にまたがってしまうからです。 

 

Ｑ．留学することで卒業の時期が遅れることはありますか？ 

Ａ．留学先の大学での単位取得状況によりますが留学期間も含めて（交換留学の場合留学期間も修業年

限に含まれます）４年間で卒業は可能です。ただし、３年後期から二学期間の留学をし、かつ中学校や

高等学校の教員免許取得を目指す場合などは、必要単位数および教育実習の兼ね合いから、一年卒業を

遅らせる事例もあります。 

 

Ｑ．留学で取得した単位は卒業単位に換算されますか？ 

Ａ．海外の大学で取得した単位は、その単位を取得するのに要した時間数（実際の授業時間および予習

復習に要した時間）に応じて、総合科学部の専門科目の単位に４０単位まで換算されます。ただし、そ

の取得した科目が総合科学部のカリキュラムの理念に適合している必要があります。そこで、取得予定

の科目一覧（留学に伴う履修計画書）を留学する前に提出し確認を求める必要があります。 

 

Ｑ．休学して留学はできますか？ 

Ａ．交換留学の場合は認められません。しかし、提携校以外に留学する場合や一部の提携校については

可能ですし、休学期間中であっても海外の大学で取得した単位は、上記と同じく卒業単位に認定されま

す。 

 

Ｑ．留学で就職活動に影響が出ることはありますか？ 

Ａ．例えば３年後期から二学期間留学した場合は就職活動に若干遅れを取りますが充分間に合います。

むしろ海外留学を体験した学生は語学力はもちろんのこと、物の見方やさまざまな価値観への柔軟性、

豊かなコミュニケーション能力など、これからのグローバル化社会に必要な人材とみなされる場合が多

く、業種によっては就職にきわめて有利だと考えられます。 

 

Ｑ．英語圏以外の大学でも英語の勉強ができますか？ 

Ａ．本学部生の留学先として、たとえばスウェーデンのルンド大学、ラトヴィア大学、ベルギーのゲン

ト大学、クロアチアのザグレブ大学、韓国の慶北大学、マレーシアのマラヤ大学、台湾の開南大学等が



- 18 - 

 

あります。それらの大学では英語による講義科目が充分に提供されており、これらの科目を受講、単位

取得することで英語力の向上が図れます。とくにルンド大学は世界レベルでランキング５０位台の大学

で、英語による講義科目の充実ぶりもあり、本学部で人気のある留学先の一つです。 

 

Ｑ．留学先での宿舎は確保できますか？ 

Ａ．留学先の大学では派遣先大学から宿舎が紹介されることがありますが、交渉・手続きは自分で行い

ます。留学についての諸手続きを含めて、この時点から留学は始まっていると考えてください。 

 

Ｑ．留学先でホーム・ステイはできますか？ 

Ａ．留学先の大学の一部がホーム・ステイ先を紹介する場合がありますが、ほとんどの学生は大学が提

供する宿舎で、世界のさまざまな国からの留学生とともに暮らすことを選択しています。そのことで得

られる貴重な体験は留学生活の醍醐味の一つでしょう。 

 

Ｑ．治安が心配ですが大丈夫でしょうか？ 

Ａ．しばしば相談を受けるのは中国・韓国のケースです。しかし、中国・韓国に関する日本の報道は誇

張気味であり、実際は大きな事件・事故は起こっていません。在留邦人も中国に１０万２千人、韓国に

４万１千人居住しています。事件・事故は軽犯罪が中心であり、常識的に暮らしていれば巻き込まれる

ことはありません。また中国の宿舎は大学の構内に設けられることが多く安心です。 

 ただし、歴史認識問題などで懸案事項を抱えていることは事実です。近現代史について学習を深めた

うえでの渡航が望まれます。 

 

Ｑ．留学先でインターンシップを経験できますか？ 

Ａ．アメリカのヴァレンシア大学が提供するディズニー・ワールドでのインターンシップが特に人気が

あります。大学で講義を受けつつ、フロリダのディズニー・ワールドのスタッフの一員として世界中か

ら訪れる観光客にサービスを提供しながら、ビジネスの実体験をする 6 カ月間のプログラムです。 

 ディズニー・ワールドは娯楽施設ですが、そこでスタッフとして、しかも英語を駆使して働くという

ことはなかなか厳しく、またディズニーのインターンシップは世界的にも定評があります。このプログ

ラムに参加するには英語力やＧＰＡ（大学での成績）の審査に加えてウォルト・ディズニー本社スタッ

フによる英語でのジョッブ・インタビュー（就職面接－日本でおこなわれる）に合格しなければなりま

せんが、参加された学生は貴重な体験をしてきています。その他慶北大学の提供するプログラム、短期

プログラムですが、日本語教員志望者のためのオーストラリア、インドネシア、クロアチア、ブルガリ

アのいずれかで日本語教育インターンシップを予定しています。（Ｐ５参照）。 

 

Ｑ．提携校以外への留学は可能ですか？ 

Ａ．総合科学部が留学によって充分な教育効果が得られると判断した場合、留学は可能です。 

 しかし、交換留学ではないので、留学先の大学で授業料が必要になる場合がほとんどです。 

そこで、この場合は休学して留学する場合が多いです。 
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Ⅳ．グローバル人材育成学習プログラム 

 総合科学部では学部学生の海外留学を促進し、その成果を認証するために、平成 26 年度からグロー

バル人材育成学習プログラムを導入しています。 グローバル人材育成学習プログラムとは、所定の科

目の修得と短期海外留学（研修）、さらには海外交流協定校などへの長期海外留学の経験を踏まえて、

異文化に対する豊かな洞察力と確かな語学力を身につけ、国内外の社会で世界的な視野をもって活躍す

ることができる人材を育成することを目的としています。日本文化および多文化理解のための科目履修

（1、2 年次中心）に、早期（1 年次が望ましい）の短期海外留学（研修）を経て、2 年次後期以降の長

期海外留学という学習課程を想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このプログラムには英語または中国語を軸とするものがあります。所定科目とプログラム修了証明書

の取得に必要な単位数は表 1 を参照してください。 必要単位数を修得した上で、語学検定試験の成

績、短期海外留学（研修）の経験、長期海外留学での単位修得の有無などを考慮し、証明書には複数の

ランクが設定されています。その種類と取得要件は表 2 を参照してください。S ランクを取得した場

合、学部長による表彰の対象になります。証明書の申請は 3 年次の 11 月以降から出来ます。 

 すでに証明書を取得した場合でも、語学検定試験の成績向上があれば、再申請が可能です。英語を軸

とするプログラムに参加する場合は 1 年次終了時に、中国語を軸とするプログラムに参加する場合は 2

年次終了時までに学務係で登録してください※1。 

 交流協定校への交換留学（単位取得を目的とするセメスター単位での留学） を希望する学生はこのプ

ログラムへの登録が条件になっています。 

※1 ただし、語学検定試験で以下のいずれかの水準を超えた場合は、英語を軸とするプログラムの場合

は 2 年次中途、中国語を軸とするプログラムの場合は 3 年次中途での登録が認められます。 
 

英語 TOEFL iBT 80 点 TOEIC 730 点 実用英語技能検定（英検）準 1 級 IELTS 6.0 点 

中国語 中国語検定 4 級 HSK2 級 TECC400 点  

※海外交流協定校への派遣留学について年に 2 度の報告会を開催しています。 

派遣された学生の皆さんは、帰国後にその経験を後輩に伝えるために、そこで必ず留学報告をしてくださ

い。また、これから留学を希望する皆さんは、その準備のために必ず参加してください。 
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表 1 グローバル人材育成学習プログラム修了証明書取得に必要な単位数 

授業カテゴリー 必要単位数 授業科目・題目名※※ 

日本の社会と文化を理解するための科目 
10 単位 

別表 1－1 

総合科学部サマー・スクール科目 

グローバル化と現代社会の諸問題を理解するための科目 6 単位 

英語運用能力向上のための科目※ 8 単位 

中国語運用能力向上のための科目※ 8 単位 

合計 24 単位以上 

※英語 8 単位中国語 8 単位はいずれかを選択。  

※※授業科目・題目名については別表 1－1 を参照。ただし、全学共通教育の授業題目については年度

によって変更になる場合があるので学務係で確認してください。 

 

表 2-1 プログラム修了証明書のランク 

証明書のランク ポイント 

S 22 以上 

A 19 以上 

B 16 以上 

C 11 以上 

 

表 2-2 加算ポイント基準（語学検定はいずれか 1 つを採用する） 

語学検定（英語）ランク ポイント 

TOEFL 100 、TOEIC 870、英検 1 級、IELTS 7.0 以上 11 

TOEFL 80、  TOEIC 730 、英検準 1 級、IELTS 6.0 以上 8 

TOEFL 60、  TOEIC 550、英検 2 級、IELTS 5.0 以上 5 

TOEFL 45、  TOEIC 450、英検準 2 級、IELTS 4.0 以上 2 

語学検定（中国語）ランク ポイント 

HSK5 級、HSK 口頭試験高級、中国語検定準 1 級、TECC700 点以上 11 

HSK4 級、HSK 口頭試験中級、中国語検定 2 級、TECC600 点以上 8 

HSK3 級、HSK 口頭試験初級、中国語検定 3 級、TECC500 点以上 5 

HSK2 級、中国語検定４級、TECC400 点以上 2 

グローバルパーソン集中プログラム（GRIP） ポイント５ 

短期語学等研修への参加（3 週間以上） ポイント 3 

長期交換（セメスター単位）留学 ポイント 

5 科目以上単位認定 11 

3 科目以上単位認定 8 

1 科目以上単位認定 5 

海外インターンシップ経験 ポイント 3 

※TOEFL は iBT 試験を利用します。TOEIC は IP 試験を除く。 
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別表 1-1 令和 5 年度開講の授業  

授業カテゴリー 科目名 必要単位数 

日本の社会と文化を

理解するための科目 

（教養教育科目） 

徳島を考える 

日本国憲法 

世界の中の日本語 

古代・中世日本の社会 

沖縄社会文化論 

（総合科学部科目） 

近現代世界の成立と展開、現代日本社会論 

日本研究Ⅰ（Japanese StudiesⅠ） 

日本研究Ⅱ（Japanese StudiesⅡ） 

10 単位 

サマー・スクール参

加科目 

（総合科学部科目） 

総合科学実践プロジェクト B 

グローバル化と現代

社会の諸問題を理解

するための科目 

（教養教育科目） 

異文化／自文化研究へのいざない 

国際政治学入門 

国際協力論－入門編 

現代世界の展開Ⅰ 

（総合科学部科目） 

比較宗教学、グローバル交渉史、平和学 

国際関係論（国際法を含む） 

現代国際情勢概論、国際協力論－応用編 

グローバル・ヒストリー 

国際語としての英語 

総合科学実践プロジェクト A、B、E 

6 単位 

英語運用能力向上の

ための科目 

（総合科学部科目） 

Academic English Ⅰ、Ⅱ 

Academic Communications Ⅰ、Ⅱ 

8 単位 

中国語運用能力向上

のための科目 

（教養教育科目） 

中国語入門、中国語初級 

（総合科学部科目） 

実用外国語基礎演習（中国語）Ⅰ、Ⅱ 

実用中国語演習 

8 単位 

計 24 単位以上 
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Ⅴ．カルチャー・ラウンジ 
 

 総合科学部１号館２階に学部・大学院生・留学生が自律的に語学学習や異文化交流を行う場として、

カルチャー・ラウンジが設置されています。くつろいだ環境の中でキャンパス内にいながら異文化交流

を体験できるスペースです。カルチャー・ラウンジでは自分たちで学び合うための４つのスペースが提

供されています。 
 

コミュニケーション・スペース 

留学生と交流してコミュニケーション力をみがく 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自習スペース 

語学教材・留学情報の提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カウンセリング・スペース 

学習方法・留学に関する相談 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

授業スペース 

TOEIC、TOEFL やアカデミック英語講座などの課外講座や外国文化について学び合うイベント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

他にも様々な催しが行われています。韓国語チャットルーム、留学体験談イベント、留学生による語

学・文化紹介クラス留学生歓迎・送迎会、新入生のためのラウンジ紹介、会議、季節の行事など 
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◆留学経験者からの声◆ 
 

短期留学 

－現地の同世代の人達と話せたこと。日本のアニメを知っていて驚いたり、互いの言語を教え合ったりしたのが楽

しかった。数回に分けて行った遠足でスペインの歴史ある建物をみることが出来て良かった。（スペイン研修） 

－日本との文化の違いを学び、現地の方と同じ生活を経験することで異文化理解が深まりました。（スペイン研修） 

－レイリアの小学校で現地の小学生たちに日本の文化を紹介したことが楽しかったです。（ポルトガル研修） 

－留学で得たもの：失敗を恐れないチャレンジ精神 / 違いを楽しむ気持ち / 日本の良さを再確認（台湾研修） 

 

長期留学 

 

 粟飯原 瑞紀さん / スウェーデン・ルンド大学へ留学（交換留学） 
  

留学で得たものは何ですか。 

 まず一つ目は語学力です。二つ目は人種、国境を越えた志の高い友人に出会えたことです。三つ目は

やればできるという考えです。 

これから留学を考えている人へのメッセージ 

 「やらない後悔よりもやってからの後悔を」という言葉に強く感銘を受けて長期留学への挑戦を決意しました。

どんなきっかけでも留学に興味を持たれたなら、挑戦するべきだと私は思います。自分自身を大きく変える、成長

させるチャンスです。 

 

茂津目 尚紀さん / 韓国・慶北大学へ留学（交換留学） 

 

留学で得たものは何ですか。 

 語学力の向上と自分の物の見方や価値観の変化です。 

これから留学を考えている方へのメッセージ 

 もし、迷っているならぜひ留学して欲しいです。留学生活は確かにきつい所もあると思いますが、それも含めて終

わった時にはとても良い経験をしたと感じる事ができるものだと思います。留学は本当に行く価値があると思いま

す。ぜひ楽しんでください。 

 

Irena Štefančić（イレーナ シテファンチッチ）/ クロアチア・ザグレブ大学から留学（交換留学） 

 

徳島に来てどうでしたか。例えば、驚いたことはありますか。 

 初めての日本で全体的にものすごくよい経験となりました。人々のおかげで徳島が大好きです。徳島の人々はとて

も親切でよく手助けしてくれていつも歓迎されているように感じました。また、街がそんなに大きくないのも理由で

す。生活がよりリラックスでき、のんびり過ごせました。唯一のマイナス面は交換留学の大半をキャンパスや市街地

から遠く離れた北島の寮に住んでいて、毎日片道 30～40 分自転車で通わないといけなかったことです。

 

Gustav Malmros（グスタフ マルムロス）/ スウェーデン・ルンド大学から留学（交換留学） 

 

留学を考えている方に向けてのアドバイス 

 徳島大学にたくさんの面白いサークルがあります。私は演劇部に入ったことによって、たくさんの友達ができて、

日本語がかなり上達しました。ですので、留学生へ部活に入った方がいいとアドバイスします。 

 

 

上記紹介内容は留学体験記から一部抜粋したものです。 

詳細内容は総合科学部国際交流 HP をご覧ください。 

   



Ⅵ．バレンシア国際カレッジプログラム

留学 + Walt Disney World での海外インターンシップ

年２回実施：２月出発または８月出発〔約６ヵ月間〕

場所：米国フロリダ州 オーランド

対象学部：徳島大学 総合科学部

期 間 ：春期2月～8月（6月頃～募集開始）

秋期8月～1月（10月頃～募集開始）

－24－



プログラム概要 

 

期間 

• 約６ヵ月  

• 年2 回の出発日(2 出発・８月出発)があります 

 

内容 

米国フロリダ州オーランドに所在するバレンシアカレッジへ留学・在籍します。バレンシアカレッジ講師と、同州にあ

るウォルトディズニーカンパニーの講師によるビジネスマネジメント、ホスピタリティのコース履修と、ウォルトディ

ズニーワールドでの就労体験を組み合わせたプログラムです(現地プログラム)。 

現地プログラムへ向けた準備として、事前に国内でのガイダンスや講座も受講していただきます(国内プログラム)。 

 

応募条件 

• 総合科学部に在籍していること 

• プログラム開始時点おいて第１学年の課程を終えていること 

• TOEIC６００点またはその他のテストスコアで相応のスコアをお持ちの方 

 

費用 (目安) 

• 約 合計１００万円～１２０万円（プログラム及び学費等、その他申請料、航空券等、初期生活費等） 

 

インターンシップについて 

• 仕事内容：一次・二次面接通過者は希望と適性によりDisney より“ロール”(役割)がオファーされます 

• 実習：約３０～３７．５時間（１週間） 

• 給与：$１０～（ロールによって時給額は異なります。） 

 

選考 

学内の書類・面接選考、バレンシアカレッジ担当者によるインターネットビデオ通話面接、ディズニー担当者による面

接を経て参加の合否が決定します。 

 

 

プログラムへの参加を考えている方へ －参加した先輩より 

 

“「英語を学ぶのではなく、英語で学ぶ」。語学はもちろんですが、他の留学では学べないこと、経験できないことがた

くさんあると思います！向こうでの生活はホームシックにかかる暇すら惜しいくらい、あっという間です^^沢山素敵な

経験を積んで、沢山楽しんでください♪” 

 

“状況に応じたリーダーシップのとり方、組織をいい方向へ変えていくときにリーダーが気を付けなければならないこと

など、リーダーシップのとり方について学びました。授業内でも活動が多く、ほとんどが楽しいものでした。担当の先

生は一人ひとりの夢を把握し、応援してくれていました。” 

 

“このインターンシップでは、海外で「学ぶ・暮らす・働く」という現場を一通り体験することができます。ディズニー

のサービスを働きながら学ぶことができたり、世界中の人たちと交流できる等、様々な利点がありました。様々な国の

文化に触れるだけでなく、海外で仕をすることで自分の中で自信にもなりましたし、ここでの経験は一生の宝物です！” 

 

“海外のディズニーで働けて、授業も受けられて、こんなに成長できる環境は本当に貴重だと思います。不安でいっぱい

だと思うけど、参加して後悔することはないと思います。” 
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